
Time Table
８月５日（土）　学術総合センター2階 一橋講堂
ドクターセッション　（10：00～17：40）

（午前の部） 司会：奥田 浩規

 10：00～10：10

 10：10～11：10

（10：10～10：30）

（10：30～10：50）

（10：50～11：10）

 11：10～11：25

 11：25～12：25

（11：25～11：45）

（11：45～12：05）

（12：05～12：25）

 12：25～13：30

（午後の部） 司会：片山　昇

 13：30～14：20

（13：30～13：55）

（13：55～14：20）

 14：20～14：30

 14：30～15：20

（14：30～14：55）

（14：55～15：20）

 15：20～15：30

 15：30～15：40

 15：40～17：40

（15：40～15：45）

（15：45～16：25）

 16：25～16：35

（16：35～17：00）

（17：00～17：25）

（17：25～17：40） 全体ディスカッション

 17：50～19：30

８月６日（日）　学術総合センター2階 一橋講堂
ドクターセッション　（9：25～16：30）

（午前の部） 司会：木村 智憲

  9：30～13：30

（ 9：30～11：00）

 11：00～11：10

山田  陽子　「骨造成後の長期経過症例から、これからのコツ造成のあり方を考える」

根本  康子　「GBRおよび軟組織再建により顎堤増大を行なったインプラント中長期的経過症例の検証」

懇親会（学術総合センター2階 中会議場）

シンポジウムⅠ 「骨造成 Part 1」　（座長：中田光太郎、  大久保恵子）

ご挨拶　大会長　日髙　豊彦

シンポジウムⅡ 「骨造成 Part 2」　（座長：菅井 敏郎、  白土　徹）

Dr. Oded Bahat　「Long-term Success and Complications Associated with  Implant Reconstruction」

休　　憩

諸隈   正和　「インプラント治療を応用した下顎位と咬合の再構成にデジタルデンティストリーを活用して
見えてきた課題」

休　　憩

クリニカルリサーチ報告（委員長：上野 大輔）

日髙  豊彦　「骨造成と骨造成材料の臨床知見　－Clinical Evidence of Bone Augmentation and Bone
Prosthetic Material－」

休　　憩

正会員コンテストⅡ（座長：杉元 敬弘、 中村 航也）

昼　　食

正会員コンテストⅠ（座長：岡田素平太、 海谷 幸利）

髙田  智史　「オーバーグラフトを用いた新しいインプラント待時埋入の可能性」

休　　憩

谷尾   和正　「インプラント治療における高精度デジタルデンティストリー」

開会のご挨拶　　会長　松島 正和

佐藤　洋司　「M. I. Concept for Implant Treatment」

池 岡    岳　「インプラントを応用して骨格を考慮し咬合再構成を行った症例」

地川  弘一  「 矯正を必要とする全顎的包括治療におけるインプラント埋入時期の考察」

会員発表Ⅰ　（座長：飯田 吉郎、 松本 圭史）

小倉  嘉弘　「極度の咬耗により咬合高径の低下をきたした咬合崩壊症例に対して包括的治療を行った
一症例」

休　　憩

町田  真吾　「咬合再構成におけるインプラント治療の戦略 ～審美・機能・安定性を目指した一症例～」

会員発表Ⅱ　（座長：筒井 祐介、 松尾 幸一）

笹部  雅大　「New Generation of Digital Dentistry」

工 藤    求　「多数歯欠損を伴う重度歯周炎に対してフルデジタルで戦略的に矯正治療前にインプラントを
埋入する方法」



Time Table
  9：30～13：30

（ 9：30～11：00）

 11：00～11：10

（11：10～12：10）

（12：10～13：10）

（13：10～13：30） 全体ディスカッション

 13：30～13：35

 13：30～14：30

（午後の部） 司会：小林 友貴

 14：30～15：10

 15：10～15：20

 15：20～16：20

 16：20～16：25

 16：25～16：30

８月６日（日）　学術総合センター2階 中会議場
コ・デンタルセッション　（9：30～15：40）

テーマ：インプラントプロフェッショナルチームが与える成功の秘訣 ～チーム医療の大きな価値～

（午前の部） 司会・座長：佐藤 孝弘、　丸橋 理沙

　 9：30～ 9：35

　 9：35～10：05

 10：05～10：35

 10：35～10：50

 10：50～11：20

 11：20～11：50

 11：50～12：10 全体ディスカッション

 12：10～13：10

（午後の部） 司会・座長：一柳 通宣、　田内 友貴

 13：10～13：40

 13：40～14：10

 14：10～14：25

 14：25～14：55

 14：55～15：25

 15：25～15：45 全体ディスカッション

 15：45～15：50

※演者の都合などにより、プログラムの内容が一部変更となる場合がございます。

シンポジウムⅡ 「骨造成 Part 2」　（座長：菅井 敏郎、  白土　徹）

宮下 まりこ　「痒いところに手を届ける～ベストアシストを目指して～」

特別講演（座長：金成 雅彦）

堀内   克啓　「Guidelines for Alveolar Ridge Augmentation Considering Predictability」

集合写真（役員及び発表者）

石川   知弘　「Clinical effectiveness and long-term stability of three-dimensional GBR」

北原   文子　「医療従事者のための『医療安全』につながる接遇　～風通しの良い組織、信頼関係の構
築・自分と患者を守るコミュニケーション～」

伊藤   彰規　「審美インプラント治療におけるサブジンジバルカントゥアの考察」

休　　憩

鬼頭   寛之　「審美性の高い補綴措置作製のためにラボサイドでのやるべき事」

阿部田暁子　「もしモニタリングをしていなかったら？　～歯科衛生士にできるモニタリングの知識～」

表彰式ならびに正会員証授与式

開会のご挨拶　　会長　松島 正和

藤  波    淳　「インプラント臨床におけるチーム医療とは」

昼　　食

休　　憩

Dr. Oded Bahat　「Observation And Solutions For Cranio-Facial Growth, Surgery in the 4th Dimension」

丸川恵理子　「骨造成・顎骨再生治療の変遷と今後の展望」

Dr. Oded Bahat　「Long-term Success and Complications Associated with  Implant Reconstruction」

閉会のご挨拶　　副会長　金成 雅彦

昼　　食

関   錦二郎　「Labo Communication」

休　　憩

招待講演（座長：白鳥 清人、　米澤 大地）

閉会のご挨拶　　副会長　金成 雅彦

休　　憩

宮﨑   恵子　「予知性の高いインプラント上部構造を考える」


